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。◎◎。◎埋蔵文化財センター特別展。◎◎。◎
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’昭和ざ9年度も残り／ケ月と少なくなりました。センターが手がけた調査は鐸

｜鋤とお…ｹ所に達しており､今回第姻特自I詮‘て､茎年度の成票を一
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堂にあつめ調査速報展と題して開催します。早春の一時をセンターでお過しにな
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りませんか。内容は下記の通りです。
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◎期・間”‘…一語和るり年3局77百(白）＝ご月立言櫛一

？goo芦ゾ畿言0:0ざ期間中無碓毒ず溌溌巽選メ，
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◎テ寺マ．‘､：昭和方9年度調査速報展・：･息…．謡､；患一弘=謡

I;◎場所．、寺山市立埋蔵文化財セ:ンター．、諺･;･皇妄･瀞､ざ.:鼠;言ﾐ｡､霧零.、i‘や”
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1◎講演会、昭和ろ0年3月23日仕》‘‘.ン“切り堅亨､

:｜・○講師西；田､イ弘先生・；'鍬.’一!:X､影
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○演題守山市内出土の古瓦
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）溌爵畷､‐埋蔵文化財センタ－友の会通信蕊舞※

センター友の会は去るz月/0日（日）に学習会を開催しました。今回は他市

町の展示施設を見学することで、近江八I鱈市立鋼民士資潤み館、安土町の近江展K士記

の丘資料館､五箇荘町立歴史民俗資溜館の三ケ所を､各施設の室当者から説明を

うけることができました。近江の原始、古代から中世、あるいは江戸時代までの

…・人々の生活をつぶさに学習することがで麦圭1’だ.‐．．…．．』．．..－
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尭在鋭意調査中ですので薪たに靭朗

の他Iこも古墳時代の建物跡も貝つ力
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金森東遺跡調査報1985.3

言えますも

／～3.トレンチの調査成果について
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・併卜レンチと若干の補足調査を残していますが、今回の調査地からは￥￥棟の竪・

穴住居をはじめ、倉／／練、溝、土拡、ピットを検出することができ、現状では集

落の存続期間を竪穴j住居の最古の時期にあたる弥生時代後期（／）から最も新しい

6世紀前半（｡2.2八。27，￥｡2）と考えることができます。竪穴住居以外の倉や溝、
ノ．．

士拡についても､集落の生活のために設けられたものであり、弥生時代後期から6

世紀前半という時期幅の中におさまるものと考えられます。また一時期に幾棟（戸）

の騒穴住訓吾で集落を形成していたかは分かりませんが、時期により少しずつ集落の中

心が移っているようで＄調査地から守山高校あるいは成人病センター方向に広がり

をもち、長い間集落が営まれていたようです。
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◎。◎ごあいさつ。◎◎

蜂『去る／月3／日夜、沢繕光所長が病気のため、入院先病院で急並されました。
昭和Jr7年￥月／日赴任からわずか/0ケ月、センターの運営や文化財普及、啓発

および友の会など積極的に業務にとりくんで頂いていた最中、､入院、そして死去、

急な悲報に職員一同絶句いたしました。故沢所長は昭和方学、sさ年当時、当セン

タ建設を援助して頂いた県教室号文化財保護言黒長で服部遺跡の調査にも絶大な指導を

得ていましたし、所長ｲ固人でも文化財の保護§と啓発に積極的でした。

我々 職員は、この悲報から故沢所長の意志差受けつぎへ当センターを中心に文化

|財の保護思想の浸透、啓発事業を積極的に推進していくよう心を新たにいています

今後ともよるU＜お願いいたします＝ センタ芸職員一同

蝋鑑識蕊撫野洲川流域における土器韓趣ついて(礎時代前､中蕊の毒:鵠、

最近屯調査で弥生時代中期以前の士識移量に出土し、い溝蕊之近江型といわれ

;準噌口縁ご御一部率刷毛典"偉…蕪聴き駒争陰拳
E』L琴寓・I一息－－－－－態,!；ロ縁の外面を横刷毛､／術3
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波状文を施こすのが特徴。中葉の段では内外面とも

横刷毛で外面の陵が強くなる。ただし口縁部は外順一
｡．．：

後葉では内傾するものが主流となる。文様も多様化
・管

してくる。中葉では3種､後葉ではげ～／・2種の形

状差がありそうである。この流域外でも地域差、集

団差による特徴差がある。この図は形状と調製法か

ら作成したものです。（図は6ページ）
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中期前葉、中葉の段は必ずし妬前後関係擬示談ものではない。たとえば“、／,2，／3，／÷

｡20,.2／は並行状態海ある可能性がある6､j匙｡Z汐の中葉もこの章。たたし後葉は除外。


